CASIO 

安全上のこ'注意 


安全に関する注意事項を説明します。 

カシオ計算機株式会社 
カシオ電子工業株式会社 


表示について 


本製品は内部に高温 • 高電圧部品を使用しています。お客様や他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するため、本書及び製品には、製品の取り扱いを誤ったときに生じる 
危害や損害の大きさと切迫の程度ごとに、次のような注意表示をしています。 


△警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内 
容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物 
的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


表示の例 

安全表示の例です。 


A △記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 



® 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
〇の中に具体的な禁止内容が描かれています。 

(左図の場合は、“分解禁止’’を表します） 


© •記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

#の中に具体的な指示内容が描かれています。 

(左図の場合は、“アース線を必ず接続すること”を表します) 


使用環境について 


注意 


0 


• 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災や感電の原因にな 
ります。 

• ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでくださし、。 
落ちたり、倒れたりして、けがの原因になります。 
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• 狭い部屋で長時間使用したり、大量の印刷を行うときは換気や通風を十 
分に行ってください。人体に影響はありませんが、微量のオゾンや粉塵 
や化学物質などにより不快に感じる場合があります。 


アース 接続に ついて 

△警告 _ 

•アース接続してください。アース接続がされないで、万一漏電した場合 
は、火災や感電の原因になります。アース接続がコンセントのアース端 
子にできない場合は、接地工事を電気工事業者に相談してください。 

• アース接続は、必ず電源プラグをコンセントにつなぐ前に行ってくださ 
し、。また、アース接続を外す場合は、必ず電源プラグをコンセントから 
抜いて行ってください。感電の原因になります。 



電源プラグ、電源コードの取り扱いについて 


△警告 


0 •表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。また、タコ足 

配線をしないでください。火災や感電の原因になります。 

. 延長コードの使用は避けてください。 

•電源コードを傷つけたり、破損したり、束ねたり、加工しないでくださ 
し、。また、重い物を載せたり、引っぱったり、無理に曲げたりすると電 
源コードをいため、火災や感電の原因になります。 

• 電源プラグの刃に金属などが触れると火災や感電の原因になります。 


© • 同梱されている電源コードセットは本機専用です。本機以外の電気機器 
には使用できません。また、同梱されている電源コードセット以外の電 
源コードセットは、本機には使用しないでください。火災や感電の原因 
になります。 


• 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因になり 
ます。 


•機械は電源コンセントにできるだけ近い位置に設置し、異常時に電源プ 
ラグを容易に外せるようにしてください。 

• 電源コードが傷んだり、芯線の露出 • 断線などが見られる場合はサービ 
ス実施店に交換を依頼してください。そのまま使用すると火災や感電の 
原因になります。 
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A 注意 _ 

•機械を移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いて行って 
fe - ください。コードが傷つき、火災や感電の原因になります。 

• 連休等で長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグを 
コンセントから抜いてください。 

• お手入れの際は安全のために電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。 


•電源プラグを抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。電 
源コードを引っぱらないでください。コードが傷つき、火災や感電の原 
因になります。 



本体の取り扱いについて 


△警告 



•万一、煙が出ている、へんなにおいがするなどの異常状態が見られる場 
合は、すぐに電源スイッチ（機種によっては主電源スイッチを含みます） 
を切り、その後必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。火災 
や感電の原因になります。そしてサービス実施店に連絡してくださし、。 
機械が故障したり不具合のまま使用し続けないでください。 

•万一、金属、水、液体などの異物が機械内部に入った場合は、まず電源 
スイッチ（機種によっては主電源スイッチを含みます）を切り、電源プ 
ラグをコンセントから抜いてサービス実施店に連絡してください。その 
まま使用すると火災や感電の原因になります。 


0 


• 機械の近くまたは内部で可燃性のスプレーや引火性溶剤などを使用し 
ないでください。引火による火災や感電の原因になります。 

• この機械の上や近くに花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、薬品、水などの 
入った容器または小さな金属物を置かないでください。こぼれたり、中 
に入った場合、火災や感電の原因になります。 


注意 


i 

; 

^ .プリンター本体の重さは、約28 kg あります。 

m •機械を移動するときは、両側面の中央下部にある取っ手を2人で持ち、 

^ ゆっくりと体に負担がかからない状態で持ち上げてください。無理をし 

て持ち上げたり、乱暴に扱って落としたりすると、けがの原因になりま 
す。 

• 長距離を移動するときは、サービス実施店に相談してください。 


i 


^ •電話回線などの過電圧が加わる恐れのあるネットワークを L 7\ N コネク 
m ターに接続しないでください。間違って接続すると、火災および感電の 
W 危険があります。 
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機械内部の取り扱いについて 


△警告 _ 

• 本書で指定している部分以外のカパーやねじは外さないでください。機 
械内部には電圧の高い部分やレーザー光源があり、感電や失明の原因に 
なります。機械内部の点検 • 調整 • 修理はサービス実施店に依頼してく 
ださい。 

• この機械を改造しないでください。火災や感電の原因になります。また、 
レーザー放射により失明の恐れがあります。 


A - 転写ユニットと定着ユニットの交換はサービス実施店に依頼してくだ 
$い。 

高圧部分に触れて感電や、組み立て不良などによる火災の原因になりま 
す。 



注意 


0 

• ステーブラーの針がついたままの用紙の再利用や銀紙、力ーボン含有紙 
等の導電性の用紙は使用しないでください。火災の原因になります。 

A 

•機械内部には高温の部分があります。「高温注意」のラベルの貼ってあ 
る周辺には触れないでください。やけどの原因になります。 

A 

• 機械内部には高温の部分があります。紙づまりの処置の際は、本書で指 
定している場所以外には触れないでください。やけどの原因になりま 
す。 

0 

•レジストローラー周辺の清掃は、プリンターの電源が切れていて、プリ 
ンター本体が常温であることを確認してから行ってください。やけどの 
原因になります。 

A 

•用紙（記録紙）交換の際、指挟み、指のけがに注意してください。 

•上カパーを開閉する際、指挟み、指のけがに注意してください。 

A 

• 年に一度くらいは内部の掃除をサービス実施店にご相談ください。この 
機械の内部にほこりがたまったまま長い間掃除をしないと火災や故障 
の原因になります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効 
果的です。なお、内部掃除費用についてはサービス実施店に相談してく 
ださい。 


•電源プラグは年に1回以上コンセントから抜いて、プラグの刃と刃の周 
辺部分を清掃してください。ほこりがたまると、火災の原因になります。 
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消耗品の取り扱いについて 

△警告 

0 

• トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器を火中に 
投入しないでください。トナー粉がはねて、やけどの原因になります。 

0 

• トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器は、火気 
のある場所に保管しないでください。引火して、やけどや火災の原因に 
なります。 


△注意 



• トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器は、子供 
の手に触れないようにしてください。もし誤ってトナーを飲み込んだ場 
合は、直ちに医師の診断を受けてください。 


• トナー容器を無理に開けないでください。トナーが飛び散った場合、卜 
ナーを吸い込んでしまったり、服や手を汚す原因となります。 


• トナー（使用済みトナーを含む）を吸い込んだ場合は、多量の水でうが 
いをし、空気の新鮮な場所に移動してください。必要に応じて医師の診 
断を受けてください。 


• トナー（使用済みトナーを含む）が目に入った場合は、直ちに大量の水 
で洗浄してください。必要に応じて医師の診断を受けてください。 


• トナー（使用済みトナーを含む）を飲み込んだ場合は、胃の内容物を大 
量の水で希釈してください。必要に応じて医師の診断を受けてくださ 
い0 


•紙づまりの処置やトナー（使用済みトナーを含む）を補給または交換す 
るときは、トナーで衣服や手などを汚さないように注意してくださし、。 
トナーが手などの皮膚についた場合は、石験水でよく洗い流してくださ 
い。 

•衣服についた場合は、冷水で洗い流してください。温水で洗うなど加熱 
するとトナーが布に染み付き、汚れが取れなくなることがあります。 
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レーザーについて 

この製品は、「クラス1」レーザー製品として認定されています。この製品は、複数の AIGaAs 
半導体レーザーを使用しており、それぞれの半導体レーザーの最大出力は 6.2 mW で、波長 
は770〜 795 nm です。 

しーザー放射は筐体内に完全に遮へいされているため、この使用説明書の指示を守ってご 
使用になる限りは、ご使用のどの段階においてもレーザー放射が機外に漏れ出すことはあ 
りません。 


物理エミッションについて 


粉塵、オゾン、スチレン、ベンゼンおよび TVOC の放散については、 エコマーク No .122 
「プリンタ Version 2 j の物質エミッションの放散速度に関する認定基準を満たしています。 
(試験方法は RAL - UZ 1 22:2006の付録2に基づき、トナーは本製品用の純正トナーセットを 
使用しました。） 


安全に関する本機の表示について 


本機に表示されている安全に関する情報です。 

警告、注意のラベル位置 

本機には、下記に示す位置に安全にお使いいただくための、△警告、△注意のラベルまたは 
刻印があります。表示にしたがって安全にお使いください。 
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CASIO<s 


廃ト ナーボ トル 


V20-HTB 


1 



顧告 

火気に投じないでください。 
火花が飛び散り、やけどの 
原因となることがあります。 

△注意 

子供の手の届かな 
いところに保管し 
てください。 


トナーの入った容器を火中に投入しないでくだ 
さい。トナー粉がはねて、やけどの原因になります。 

また、トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器は、子供の手に触れ 
ないよラにしてください。 

② 


上カバーを開閉する際、指挟み、指のけがに注意してくださし、。 

④ 


トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器を火中に投入しないでくだ 
さい。トナー粉がはねて、やけどの原因になります。 

また、トナー（使用済みトナーを含む）または、トナーの入った容器は、子供の手に触れ 
ないよラにしてください。 

⑤ 


機械本体の重さは、約28 kg あります。 

機械を移動するときは、両側面の中央下部にある取っ手を2人で持ち、ゆっくりと体に負 
担がかからない状態で持ち上げてください。 
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① 


△警告 

へ 火気に投じないでください。 
~火花が飛び散り、やけどの 
^原因となることがあります。 

△注意 

/ CN 子供の手の届かないところに 
保管してください。 


トナー（使用済みトナーを含む) 


A A 士音/^定着器を外す場合は、冷めるのを待ってから 

乙 1 A / 土思里冋 / m / 土思 処置してください。やけどの原因になります。 


機械内部の定着部とその周辺部（イラストのグレー部分）は高温になっております。 
このラベルが貼っている周辺には触れないでください。やけどの原因になります。 

③ 




vsd< 


>smv< 





































































電ミ原スイツチの I 己号 

本機のスイツチ類に記されている記号の意味は以下のとおりです。 
- I 電源オン 
•〇：電源オフ 


エネルギースター プログラム 

エネルギースター プログラム対応について説明します。 


国際 エネルギースター プログラム 



国際エネルギースタープログラムは、コンピューターをはじめとしたオフィス機器の省エネル 
ギー化推進のための国際的なプログラムです。このプログラムは、エネルギー消費を効率的に抑 
えるための機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自主判断により 
参加することができる任意制度となっています。対象となる製品はコンピューター、ディスプレ 
イ、プリンター、ファクシミリ、複写機、スキヤナー、複合機のオフィス機器で、それそれの基 
準ならびにマークは参加各国の間で統一されています。 


♦ 低電力機能 

•本機には、低電力機能として「省エネモード」が搭載されています。一定時間本機を 
操作しない時間が続いたとき、自動的に電力の消費量が低く抑えられます。省エネモー 
ドは、パソコンから印刷の指示をするか、操作部のキーを押すと解除されます。 
•省エネモードへの移行時間は、操作部で変更します。操作部の操作方法については、 
『ソフトウェアガイド』®「操作部で設定する」を参照してください。 

♦ 機能の仕様 


低電力機能 

消費電力 

15 W 


省エネモードへの移行時間 

15分 


復帰時間 

30秒以下 


無断転載禁止 

© 2009 CASIO COMPUTER CO ., LTD . 

© 2009 CASIO ERECTRONICS MANUFACTURING CO ., LTD . 
2009 年 4 月第 1 版発行 

RC 0904 -A T -971 P G 163-8549 
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